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   ＜あらまし＞  本研究では，学習者に最適なオンライン教材・テストの提供を行うため，インタフ

ェースの個別化に向けた学習者自身によるカスタム化を観察した．本稿では，2 年間の情報教育を受け

た高校生によるオンライン教材のインタフェースの編集結果をもとに，そこから見られる学習者ごと

の学習スタイルの違いについて報告する． 
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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

現在，ドリル式のオンライン教材やオンライン

テストが，採点の効率化，学習履歴の取得，テス

ト問題の格納と受験者に合わせた出題，管理の容

易性などの理由から幅広く利用されている

(CTB/MCGRAW-HILL 2004)．紙でのテストと比較

した受験者への負担も議論されてきたが，現在で

は大きな差異は認められないという結果が見ら

れている(例えば MCDONALD 2002)． 

しかし，オンライン教材・テストの選択や達成

度を調査すると，コンピュータのスキルが高い学

習者がユーザビリティに関する指摘をしている 

(SILIUS et.al. 2007)．これはその学習者が，イン

タフェースに工夫を加えたソフトウェアに触れ

る機会が多く，普段慣れているソフトウェアとの

差異が影響を与えていると考えられる． 

２２２２．．．．インタフェースインタフェースインタフェースインタフェースのののの個人化個人化個人化個人化    

コンピュータのインタフェースは，世代によっ

て好まれる配色の差異(高橋ほか 2001)だけでな

く，コンピュータへの接し方の違い (PRENSKY 

2001)によって各利用者にとっての使いやすさが

大きく異なる．コンピュータが各家庭に１台から，

個人で１台に普及していく中，より利用者個人に

合わせたソフトウェアの設定変更が考えられる． 

学習者がストレス無く継続的な学習を行って

もらうには，各学習者それぞれに対して，好まれ

るインタフェースと，教材の提示方法の用意が挙

げられるだろう． 

すでに多くのオンライン教材・テストでは，内

容の個別化(Personalization)は行われているも

のの，インタフェースに関してはユニバーサルデ

ザインを目指し，学習者に共通のインタフェース

を提供しているものが多い(日下ほか 2002)． 

本研究ではユニバーサルデザインに対し，個人

化されたインタフェースに着目する． 

インタフェースを学習者に適応させる個人化

(Interface Personalization) の 方 法 は 適 応 化

(Adaptation)とカスタム化(Customization)が挙

げられる．適応化は，利用者が指示を与えること

なく自動的に利用者に適した提示形態に変化さ

せ，カスタム化は，利用者の指示によって提示形

態に変化を与える方法である(WELD et.al. 2003)． 

本研究では，学習者自身によって教材の提示方

法をカスタム化する様子の分析とヒアリングを

通して，インタフェースの個別化を観察した． 

３３３３．．．．高校生高校生高校生高校生によるによるによるによるインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースのののの編集編集編集編集    

2 年間の情報教育を受けた高校生 28 名に，オ

ンライン教材のインタフェースを自由に編集さ

せた．生徒は全員が自宅にコンピュータがあり，

7 割が個人のコンピュータを保有している．  

オンライン教材は，生徒が編集しやすいように

インタフェースのモックアップを Microsoft 

PowerPoint の形式で用意し，工夫した点を生徒

が記述できる用紙とともに配布した．生徒には，

コンピュータ室で各人のコンピュータを用い，1

時間で問題の内容を変更しない限り自由に編集

するように指示した．  

４４４４．．．．編集結果編集結果編集結果編集結果からからからから見見見見たたたた考察考察考察考察    

回収したファイルから問題文の重要な部分を

大きく表示させる工夫や，正解か不正解かを見や

すく表示させる工夫が，生徒全体に見られた．そ

の他に大きく編集を加えた生徒は 20 人おり，そ
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れらは，下図の通り次の 3 タイプに分類された． 

Ａ）勉強に効率化を求めるタイプ（4 人）：解説

画面をなくし，正解不正解のみを表示するな

ど，デザインはシンプルなものに変更． 

Ｂ）じっくり時間をかけて勉強するタイプ（11

人）：問題を解く途中段階を記述できるボッ

クスや，解答入力後にワンテンポ用意する，

別解を用意して表示． 

Ｃ）勉強に楽しさを求めるタイプ（5 人）：勉強

をしている気にならない，ゲーム感覚の画面

デザインや，励ましてくれるキャラクターが

いてアドバイスをするなどの工夫． 

これらの結果を概観すると，各生徒の学習の際

に好んで用いる認知活動，学習活動の様式・方法

である (辰野 1989) 学習スタイルが直接表現さ

れた編集が行われていることがわかる． 

５５５５．．．．まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

本稿では，学習者に最適なインタフェースを提

供する手法として，各学習者によるインタフェー

スの編集作業，その分析を行った． 

今回の課題は単に回答を入力する確認テスト，

クイズ程度のコンテンツである点は考慮する必

要があるが，生徒によって，好むインタフェース

は何タイプかに分類され，学習スタイルに影響さ

れていることが分かった． 

今後は，オンライン教材やテストのカスタム化

の状況をもとに学習スタイルの分析・特定や，イ

ンタフェースの適応化(Adaptation)による学習

者への最適な学習環境の提供につなげるといっ

た可能性も検討したい． 
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1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2 の利用 練習2

教材の例題にならって、次の計算をしてください。

85 × 85

結果はどれでしょうか？選択肢を1つ選んで、クリックしてください。

A.6985 B.7145 C.7225 D.7435

次次次次へへへへ

教材の例題にならって、次の計算をしてください。

85 × 85

結果はどれでしょうか？選択肢を1つ選んで、クリックしてください。

次次次次へへへへ

正解です
例題の計算方法で式を書き直すと，次のようになります。
85²＝ （80 ＋ 5）²

＝ 80² ＋ 2 × 80 × 5 ＋ 5²

＝ 6400 ＋ 800 ＋ 25

＝ 7200 ＋ 25

＝ 7225

正解画面正解画面正解画面正解画面

1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2 の利用 練習2

A.6985 B.7145 C.7225 D.7435

1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2の利用 練習2

教材の例題にならって、次の計算をしてください。

85 × 85

結果はどれでしょうか？選択肢を1つ選んで、クリックしてください。

A.6985

B.7145

C.7225

D.7435

次次次次へへへへ

教材の例題にならって、次の計算をしてください。

85 × 85

結果はどれでしょうか？選択肢を1つ選んで、クリックしてください。

不正解画面不正解画面不正解画面不正解画面

1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2の利用 練習2

A.6985

B.7145

C.7225

D.7435

次次次次へへへへやりなおすやりなおすやりなおすやりなおす

× 不正解不正解不正解不正解です

解説

1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2 の利用 練習2

教材の例題にならって、次の計算をしてください。

85 × 85

結果はどれでしょうか？選択肢を1つ選んで、クリックしてください。

A.6985 B.7145 C.7225 D.7435

次次次次へへへへ

85×85=(80+5)^2

ポイントポイントポイントポイント

計算

教材の例題にならって、次の計算をしてください。

85 ×××× 85

結果はどれでしょうか？選択肢を1つ選んで、クリックしてください。

不正解画面不正解画面不正解画面不正解画面

1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2 の利用 練習2

A.6985 B.7145 C.7225 D.7435

次次次次へへへへ

××××
例題の計算方法で式を書き直すと，次のようになりま
す。
85² ＝ （80 ＋ 5）²

＝ 80²＋ 2 × 80 × 5 ＋ 5²

＝ 6400 ＋ 800 ＋ 25

＝ 7200 ＋ 25

＝ 7225

よって，正解はC.です。

B
別解
85²＝ （90 - 5）²

＝ 90² - 2 × 90 × 5 +5²

＝ 8100 - 900 +25

＝ 8100- 900+25

＝ 7225

1.3.1ステージ

A.6985

B.7145

C.7225

D.7435

(a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2 ～練習２～

教材の例題にならい、次の計算をせよ。
85 × 85

結果はどれか。選択肢を1つ選んで、クリックするべし。

次次次次へへへへ

必殺

まず，タイルの枚数を式で表わします。

82（枚）× 82（枚）＝ 82²（枚）

これを，例題の方法で計算します。

（80 ＋ 2）² = 6400 ＋ 2 × 80 × 2 ＋ 2²

＝ 6400 ＋ 320 ＋ 4 ＝ 6724

よって，必要なタイルは6,724枚になります。

1.3.1 （a + b)2 ＝ a2 + 2ab + b2 の利用 チャレンジ

はがれてきたお風呂の壁一面のタイルを張りかえることになったとします。

壁はちょうど正方形で，一辺に82枚のタイルを張ることができます。

さて，タイルは何枚必要でしょうか？

答えは，キーボードをつかって数値を入力してください。

次次次次へへへへ次次次次へへへへ

答え 6623

××××残念、間違いなの・・・

不正解画面不正解画面不正解画面不正解画面
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